
親族名称｜087086｜消滅危機言語

消滅危機言語
しょうめつききげんご
endangered languages

 一般 

　何らかの理由で近い将来話者が存在しなく
なる可能性があり、消滅の危機にある言語・
方言。ユネスコの「消滅の危機に瀕した言語
地図」（World Atlas of Languages in Danger）
は、日本国内の消滅危機言語として、アイヌ
語、八丈語、6つの琉球語を報告している。
ある言語・方言の消滅危機度を判定するに
は、その言語・方言を取り巻くさまざまな側
面を考慮する必要がある。たとえばユネス
コが提案している「言語の体力と消滅危機」
（language vitality and endangerment）は、言
語の基礎体力に関する6項目（世

▼

代間継承度、
母語話者数、コミュニティに占める話者の割
合、言語の使用場面、伝統的な場面以外での
言語使用、言語教育に利用可能な資料）、言語
に対する態度・政策に関する2項目（国の言語
政策、言語に対するコミュニティの態度）、言
語の記述の緊急度に関する1項目（言語記述
の量と質）を総合的に調査して評価する。た
とえばこの中で最も重要な指標とされている
「世代間継承度」に関しては、言語コミュニ
ティ内の最も若い話者が「曾祖父母の世代（1
点）」「祖父母の世代（2点）」「親の世代（3点）」
「子の世代」のどの世代に該当するかによっ
て消滅危機度を判定する。この指標に関する
消滅危機度は、最も若い話者が「曾祖父母の
世代」であれば高く、「子の世代」であれば
低い。「子の世代」は「すべての場面で使用
している（5点）」か「限られた場面で使用し
ている（4点）」かによってさらに細かく評価
され、これに「言語を使用する者はいない（0
点）」を合わせて、0点から5点が「世代間継
承度」のスコアとなる。各項目のスコアの平
均点を用いて、言語の消滅危機度を総合的に
判断することが提案されている。
［文献］木部暢子『じゃっで方言なおもしとか』（岩波書

店 2013） ［山田真寛］

親族名称
しんぞくめいしょう
kinship terminology

 語彙 

　自分を中心として親族関係にある人を表す
名称の総体。直接相手に呼びかける時に使う
ものを呼

▼

称（address terms）、自分との関係を
表すものを名

▼

称（reference terms）と言う。方
言では呼称と名称を区別しないことが多い。
【親族名称の素性】親族名称は以下の10の素性
の1つ、または2つ以上によって区別される
（柴田 1968）（〔　〕は男、女のような絶対概
念、＜ ＞は自分より年が上、年が下のような
相対概念を表す）。
（1） 性〔男、女〕＜同性、異性＞
（2） 世代〔自分と同じ世代、自分より1世代
上、自分より2世代上、自分より3世代上、
自分より1世代下、自分より2世代下〕＜自
分と同じ世代、自分より上の世代、自分よ
り下の世代＞

（3） 系統〔自分から直接上または下へつなが
る系統、自分と間接につながる系統、自分
と間接の間接につながる系統〕＜直系、傍
系＞

（4） 年齢〔子供、大人、若年層、老年層〕＜同
年齢、年上、年下＞

（5） 父方・母方〔父方、母方〕＜同じ“方”、
異なる“方”＞
　たとえば、標

▼

準語のアニは≪男、同世代、
間接、年上、×≫（×は当該の素性が関係し
ないことを表す）という素性を持ち、チチ
≪男、1世代上、直接、年上、父方≫とは「世
代」「系統」「父方・母方」の点で区別される。
また、オトート≪男、同世代、間接、年下、
×≫とは「年齢」の点で区別される。
　琉球方言のウトゥトゥ・ウットゥは性を区
別せず「弟」も「妹」も表す。したがって
≪×、同世代、間接、年下、×≫という素性
を持つことになり、標準語のオトートとは
「性」の素性が異なる。ちなみに、平安時代の
「おとうと」も性を区別しない。

【呼称】標準語では、自分より年上の親族を表
す語には、呼称に使える語と使えない語の2
種類がある。オトーサン（父）、オジーサン
（祖父）は呼称に使えるが、チチ、ソフは呼称
に使えない。これに対し、年下の親族を表す
語は呼称に使えない。年下の親族を呼ぶ場合
は名前で呼ぶ。逆に、年上の親族を名前だけ
で呼ぶことは、普通はない。方言もだいたい
これに準ずるが、詳細については今後の調査
研究に待つ部分が多い。
【親族名称の虚構的用法】家族の最年少者を規
準にとり、家族全員が最年少者の使用する用
語で呼びかけたり、その人を示したりするこ
と（鈴木 1973）。たとえば、祖父母、父母、
自分・配偶者、子（兄・弟）という4世代の
家族において、祖父母のことを家族全員がオ
ジーチャン、オバーチャンと呼んだり、子の
うちの兄の方を家族全員がオニーチャンと呼
んだりするような現象を指す。東北や北陸、
隠岐島では兄弟のうち次男以下をオジと言う
が、これも親族名称の虚構的用法による方言
である。これらの地域には長子相続の習慣が
あり、跡取り息子から見ると父の弟はオジ
（叔父）に当たる。跡取り息子が使う名称を
すべての人が使うという点で、上記のオジー
チャンやオニーチャンと共通している。
【方言の親族名称】琉球方言ではウトゥトゥが
性を区別せず「弟」と「妹」の両方を表す一方
で、男から見た女の兄弟を表す語（ヲナリ等）
と女から見た男の兄弟を表す語（ヱケリ等）
がある。また、与那国方言にはすぐ上の兄・
姉を呼ぶ特別な語がある。親族名称は地域の
習慣や民俗に基づいて作られているので、民
俗学的な調査もあわせて行う必要がある。
［文献］柴田武「語彙体系としての親族名称─トルコ語・

朝鮮語・日本語」『アジア・アフリカ言語文化研究』1（東

京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所 1968）、

鈴木孝夫『ことばと文化』（岩波新書 1973）、日本方言

研究会・柴田武編『日本方言の語彙─親族名称・その他』

（三省堂 1978）、中本正智『琉球語彙史の研究』（三一書

房 1983） ［木部暢子］

明解方言学辞典.indd   86-87 2019/02/18   13:06



インフォームドコンセント｜013012｜イントネーション

で試す方法もある。
【因子解釈】計算によって得られる初期の解か
らは因子の解釈は難しい。なるべく変数ごと
に1つの因子が対応するようにすることで因
子の解釈が容易になる。そのために因子の軸
の回転を行う。回転には直交回転と斜交回転
がある。直交回転は、因子間の相関はないが、
斜交回転の場合、因子間に相関が生じるため
寄与率を求めることができない。

　因子の解釈は、高い因子負荷量を持つ変数
グループの特徴から総合的に判断する。

　各ケースの因子ごとの重みを因子得点と言
う。因子の解釈が変数だけでは難しい場合、
因子得点と各ケースの特性を手がかりに因子
の解釈を進めるとよい。また因子得点から
ケースの分類も可能である。
【評定の段階数と量的変数】社

▼

会言語学における
言語意識調査などでは、「よく使う」「やや使
う」「どちらでもない」「あまり使わない」「使
わない」のような順序尺度による評定が行わ
れる。因子分析は量的変数に対して用いる分
析法だが、評定の段階数が多い場合（主に5
段階以上）、間隔尺度すなわち量的変数と見
なして因子分析を適用することが多い。
［文献］松尾太加志・中村知靖『誰も教えてくれなかった

因子分析─数式が絶対に出てこない因子分析入門』（北大

路書房 2002） ［鑓水兼貴］

イントネーション
intonation
 音調 

　句や文あるいは発話におけるピッチ変化の
言語的な使用。同じくピ

▼

ッチに基づく言語的
単位である声調やア

▼

クセントとは異なる。声
調やアクセントは、特定の音節や語と結び付
き、語の意味の区別に関与し得る。たとえば
標
▼

準語における「箸」と「橋」は同一の分節
音で構成されるが、高ピッチの配置の違いで
区別される。このようなピッチ特徴は、語に
結び付いているので、アクセントである。一
方イントネーションは、語より大きな単位に
結び付き、語の意味には関わらない。たとえ
ば「雨は止んだ？」（疑問）と「雨は止んだ。」
（平叙）において、前者の発話末にはピッチの
上昇があること、後者にはそれがないことに
より、疑問と平叙とが区別される。このよう
なピッチ変化の使用がイントネーションの一
例である。もっとも、日本諸方言の場合、あ
るピッチ変化が語に結び付いているとも、句
や文に結び付いているとも言えるような境界
的な事例がしばしば観察され、アクセントと
イントネーションの峻別は常に容易である訳
ではない。
【機能】イントネーションの機能はさまざまで
ある。（1）その1つが発話意図の伝達であり、
前述の平叙と疑問の区別はそれにあたる。
（2）フォーカス（焦

▼

点）の表示も主要な機能
の1つである。「宮本武蔵が勝った。」という
文は、佐々木小次郎ではなく宮本武蔵が勝っ
たという意味で発話する場合と、負けたので
はなく勝ったという意味で発話する場合とで
ピッチパタンが異なる。（3）統語構造の違
いによってもイントネーションが異なること
がある。この場合、イントネーションには統
語構造の違いを表示する機能があると言うこ
とができる。たとえば「格好良いお父さんの
スーツ」では、［［格好良いお父さんの］スー
ツ］という統語構造（お父さんが格好良い）
と［格好良い［お父さんのスーツ］］という統

　因子の軸の直交回転（イメージ）

　回転後の因子負荷量（イメージ）

変数 因子1 因子2
A 0.854 0.234
B 0.756 －0.103
C 0.664 －0.095
D －0.034 0.739
E 0.104 0.651

語構造（スーツが格好良い）とでピッチパタ
ンが異なる。（4）発話の継続・終了を表す機
能もある。発話が終了する時に発話末のピッ
チが低下する現象はあらゆる言語に観察され
る。また、発話が終わらず継続していること
を示すために、標準語では、句末のピッチが
高められたり、上昇下降調が用いられたりす
る。なお、話し手の感情や精神状態がピッチに
よって伝達されることがあるが、このような
非言語的なピッチの変動は、イントネーショ
ンに含めないのがふつうである。
【音

▼

調句と句
▼

末音調】概して、日本諸方言のイ
ントネーションは、音調句形成と句末音調に
よって記述できる。発話はイントネーション
によっていくつかの部分に分割することがで
きるが、この過程が音調句形成であり、分割
された部分を音調句と呼ぶ。たとえば、「格好
良いお父さんのスーツ」のように全体を1つ
の音調句にまとめることも、「格好良い／お
父さんのスーツ」のように2つの音調句に分
割することも可能である。音調句の境界を示
すはたらきをするピッチパタンは句

▼

音調と呼
ばれる。句音調は方言ごとに異なる。標準語
を含め、多くの日本語方言では、句頭のピッ
チ上昇によって音調句境界が示される。音調
句形成はフォーカスや統語構造とよく相関す
る。音調句形成を支配する原理の大部分は諸
方言に共通しているが、方言差もある。
　句末音調とは、音調句末に局所的に生じる
ピッチ変化のことである。標準語の一定の疑
問文に生じるピッチ上昇がその典型例であ
る。どのような句末音調がいくつ存在するか
は方言ごとに異なる。句末音調は、発話意図
や発話の継続・終了の表示などに主として用
いられるが、フォーカスや統語構造の表示に
も用いられ得る。句末音調の機能にも方言差
が観察される。たとえば伝統的な鹿児島方言
では、疑問文に上昇調を用いない。
［文献］郡史郎「日本語のイントネーション─型と機能」

『日本語音声２　アクセント・イントネーション・リズム

とポーズ』（三省堂 1997） ［五十嵐陽介］

インフォームドコンセント
informed consent
 調査 

　十分に情報を得た上で合意すること。医療
現場において医療従事者が患者や家族に対し
て病状や治療方法を十分に説明し、それを受
けて患者や家族が自らの意志で合意を行うこ
とをいう場合が多いが、言語の調査・実験に
おいても、事前の説明とそれに基づく合意が
必要である。
【提示すべき情報】言語の調査・実験において
被調査者・被験者に示すべき主な情報は次の
とおりである。①調査・実験の目的・意義。
②方法。③場所、時間、期間。④実施責任
者。⑤参加の任意性。⑥危害・健康被害・痛
み等の不快な状態等が発生する可能性とそれ
への対応。⑦調査により不利益が生じること
がないということ。⑧個人情報の取り扱い。
⑨データの公開と研究成果の公表。⑩謝金・
謝礼等。⑪問い合せ・苦情等の連絡先。①～
④は必須項目である。⑤には調査・実験の開
始後でも参加を取りやめることができるとい
う内容を盛り込む。⑥には1回の調査・実験
の時間に対する配慮、予想される身体への負
担とそれへの対応のしかた等を盛り込む。⑦
の不利益とは、調査・実験に参加する（参加
しない）ことにより後のケアに不利益が生じ
ることがないということである。医療の場合
は必須の項目だが、言語の場合も、もしこの
ようなことがあれば盛り込む必要がある。⑧
については個人情報の管理方法を（→フェイ
スシート）、⑨についてはデータの公開方法
と研究成果の公表方法を盛り込む。
【同意書】以上の内容を説明した後、被調査
者・被験者に参加の意志を確認し、参加同意
書にサインしてもらう。その後、調査を開始
する。なお、インフォームドコンセントと同
意書の内容は、事前に調査者が所属する組織
の倫理委員会に諮り、許可を得る必要がある。
 ［木部暢子］
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方言のアクセント｜137136｜方言のアクセント

方言のアクセント
ほうげんのあくせんと
prosodic systems of Japanese dialects

 音調 

　個々の語について決まっている、音の強さ
や高さの配置をア

▼

クセントと言う。強さが弁
別的であるものを強さアクセント、高さが弁
別的であるものを高さアクセントと言う。日
本の諸方言はいずれも高さアクセントである。
【諸方言アクセントの類型】アクセント型の弁
別特徴は方言により異なる。大きく分けて2
つのタイプがあり、1つは特定の拍（または
音
▼

節）にピッチの変動をもたらす特徴（ア
▼

ク
セント核）が付与されており、それによって
型が区別されるタイプ、もう1つは特定の音
調（語

▼

声調（早田 1999））、N
▼

型（上野 1984））
がアクセント単位全体にかぶさるタイプであ
る。この2つの特徴により全国の方言を分類
すると、以下の3つに類型化される。

特徴 方言

アクセント核 東京、弘前、京都、高知

語声調・N型 鹿児島、隠岐島

無
▼

アクセント 福島、熊本

　核を持つ方言のうち京都方言や高知方言
は、じつは核だけではすべてのアクセント型
を区別することができない。たとえば、右上
の表に示す高知市方言では核に加えてH（高
起平進式）、L（低起上昇式）という 2つの
「式」を立てなければ、アクセント型のリスト
のすべてを区別することができない。2つの
式は、その名称が示すとおり、始まりの高さ
を指定するだけでなく、アクセント単位全体
にかぶさる音調を表している。上野善道はこ
のような方言を「核を持つ方言のうち式の特
徴を有する方言」と位置づける。一方、早田
は上記のような音調の特徴を語声調と同じも
のと捉え、これらの方言を核のみの方言、語
声調のみの方言と区別して、「語声調と核の2
つの特徴をあわせ持つ方言」とする。

高知市方言の名詞のアクセント
1拍語 2拍語 3拍語
ヒ（日）　 ヤマ（山） イノチ（命）

オトコ（男）
エ（柄）　 カゼ（風） サクラ（桜）

サル（猿） カブト（兜）
エー（絵） ソラ（空） ウサギ（兎）

 （○：高、○：下降）

1拍語 2拍語 3拍語

H1 Hヒ（˺日）Hヤ˺マ（山）Hイ˺ノチ（命）
H2 Hオト˺コ（男）
H0 Hエ（柄） Hカゼ（風） Hサクラ（桜）
L2 Lサル（˺猿） Lカブ˺ト（兜）
L0 Lエ（絵） Lソラ（空） Lウサギ（兎）

（H：高起平進式、L：低起上昇式、˺：下げ核）

【核
▼

の方言】東京方言は核によって型が区別さ
れる方言である。たとえば「箸・橋・端」は
それぞれ「第1拍目に核がある」「第2拍目に核
がある」「核を持たない」という特徴により、
ハシガ（箸が）、ハシガ（橋が）、ハシガ（端
が）という音調形に実現する。これらの核は
下げ核（次の拍を下げる）である。核にはこ
の他に昇り核（自身の拍が上がる）、上げ核
（次の拍を上げる）、降り核（自身の拍が下が
る）がある。
　昇り核の特徴を持つ弘前市方言では、言い
切り形と接続形で音調形に違いがあり、言い
切り形ではクジラ（鯨）、ウサギ（兎）、オトコ
（男）のように文節末が下降するが、接続形
ではクジラ…（鯨）、ウサギ…（兎）、オトコ…
（男）のように文節末まで高が続く。弘前市方
言の名

▼

詞のアクセントは、以下のように記述
される（｢：昇り核）。

1拍語 2拍語 3拍語
1 ｢エ（絵） ｢サル（猿） ｢クジラ（鯨）
2 ヤ｢マ（山） ウ｢サギ（兎）
3 オト｢コ（男）
0 エ（柄） カゼ（風） サクラ（桜）

　上げ核の方言には山梨県奈良田方言があ
る。降り核の方言はまだ見つかっていない。
【語声調・N型の方言】この方言ではアクセント
単位の長さにかかわらず、一定数（N個）の
型しか現れない。たとえば、鹿児島方言では
最終音節が下がる型（A型）と最終音節が上が
る型（B型）の2つしか現れない。助詞が接続
してアクセント単位が長くなると、高の位置
が後ろへ移動して型の特徴を保持する。型の
数が2つなので、

▼

二
に

型
けい

アクセントと呼ばれる。

1音節語 2音節語 3音節語
A型 エ（柄） カゼ（風） オナゴ（女）

エガ カゼガ オナゴガ
B型 エ（絵） ヤマ（山） オトコ（男）

エガ ヤマガ オトコガ

　長崎方言や熊本県八代方言（二型）、隠岐
島方言（三

さん

型
けい

）、宮崎県都城方言（一
いっ

型
けい

）など
もこのタイプである。
【無アクセントの方言】福島方言や熊本方言は
核の特徴も語声調・N型の特徴も持たず、語
がさまざまな音調形に実現する。以前はこの
ようなアクセントを上述の都城方言のような
アクセントと一緒にして一

▼

型アクセントと呼
んでいたが、近年は都城方言のようなものを
一型アクセントと呼び、福島方言や熊本方言
のようなものを無アクセントと呼ぶように
なった。
【琉球方言のアクセント】琉球方言のアクセン
トはこれまで不明な点が多かったが、近年、
多くが三

▼

型アクセントであることが明らかに
なってきた。ただし、地域により実態が異な
る。まず北琉球の鹿児島県沖永良部島知名
町正名方言では単語レベルで3つの型が観察
される。たとえば、2拍名詞にはhadi（風）、
jama（ː山）、hama（浜）の3種類、3拍名詞には
çibuʃi（煙）、hagani（ː鏡）、hatana（刀）の3種
類が現れる。一方、南琉球の宮古島池間方言
では韻律語（Prosodic Word）という範疇を設
定した上で、3つの韻律語からなる構造を観
察したときに以下のような3つの型が現れる

（（　）でくくった部分が韻律語）。
　 a .（butu） （kara） （mai） （夫からも）
　b .（hana） （kara） （mai） （花からも）
　 c .（nabi） （kara） （mai） （鍋からも）
韻律語が2つ以下の場合には型が中和し、2つ
ないし1つの型しか現れない。宮古島の多く
の方言や多良間島方言がこれに似た体系を持
つ。南琉球の与那国方言も三型であるが、こ
こでは文節の末尾が重音節の場合に3つの型
が現れ、軽音節の場合は2つの型しか現れな
い。一方、琉球方言の中にも昇り核による多
型アクセント（与論島）、下げ核による多型ア
クセント（奄美大島名瀬芦花部）があること
が上野善道により報告されている。
【類

▼

別語彙・系
▼

列語彙】弁別体系は地域により
様々であるが、各型に所属する語彙は方言間
できれいな対応関係を示す。本土方言に関し
てはアクセントの類別語彙が対応関係の基準
として使用されている。琉球方言に関して
は、松森、五十嵐により系列語彙が作成され
ている。
【方言アクセント研究の課題】方言アクセントの
調査研究は、これまで類別語彙を中心に行わ
れてきた。今後はそれ以外の語、たとえば4拍
以上の語、複合語、外

▼

来語、動
▼

詞・形
▼

容詞の
活用形、助詞・助動詞、接辞等のアクセント
の調査を進める必要がある。また、名詞のア
クセントの多様性に比べて動詞・形容詞のよ
うな活用語は全国的に2型ないし1型である。
その理由の解明が望まれる。
［文献］上野善道「日本語のアクセント」『岩波講座日本

語5　音韻』（岩波書店 1977）、早田輝洋『音調のタイポ

ロジー』（大修館書店 1999）、松森晶子「多良間島の3型

アクセントと『系列別語彙』」『日本語研究の12章』（明

治書院 2010）、五十嵐陽介「南琉球宮古語池間方言・多

良間方言の韻律構造」『言語研究』150（2016）

 ［木部暢子］
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英日対照表｜169168｜付録

【A】
ablative　奪格
accentless prosodic system　無アクセント
accommodation　アコモデーション
accomplishment　達成
accusative　対格
achievement　到達
acoustic analysis　音響分析
activity　行為
additive plural　同質複数
address expressions　呼びかけ表現
address terms　呼称
adjectival noun　形容動詞
adjective　形容詞
adverb　副詞
a�x　接辞
agent　動作主
alignment of case marking　格配列
allative　方位格
allomorph　異形態
ambiguous accent　曖昧アクセント
analogy　類推
animacy hierarchy　有生性の階層
anticausative　逆使役
argument　項
aspect　アスペクト
aspirated sound　有気音
aspiration　有気性
associative plural　連合複数
attitudes towards dialect　方言意識
attitudinal expressions　待遇表現
augmentative　指大辞
Azuma uta　東歌

【B】
baby talk　幼児語
backchannel responses　応答表現

backchanneling　相づち
benefactive expressions　授受表現
bleaching　意味の漂白
body parts vocabulary　身体語彙
bound form　拘束形式
breathy voice　息漏れ声

【C】
case　格
causative　使役
cause and reason expressions　原因理由表現
central vowel　中舌母音
characteristic function　特性関数
Christian materials　キリシタン資料
Chūrin dialects　中輪方言
classi�ed vocabulary　アクセントの類別語彙
clause　節
click　吸着音
clitic　接語
closed syllable　閉音節
code-switching　コードスイッチング
comitative　共格
comparative linguistics　比較言語学
complex onset moras　拗音
complex predicate　複雑述語
compositional　合成的
concentric circle theory of dialect divergence　
方言周圏論

conditional expressions　条件表現／仮定表現
conjectural expressions　推量表現
conjugation　活用
consonant　子音
context　文脈
contrastive topic　対照主題
conventional implicature　慣習的含意
conversational implicature　会話的含意
cooperative principle　協調の原理
copula　コピュラ

corpus　コーパス
creaky voice　きしみ声
creole　クレオール

【D】
dative　与格
de�niteness　定性
demonstratives　指示詞
dependent　依存部
dependent-marking　依存部標示
derivational a�x　派生接辞
descriptive grammar　記述文法
desiderative expressions　希望表現
devoicing　無声化
diachrony　通時論
dialect characters　方言文字
dialect map, dialectological map　方言地図
dialect placard　方言札
dialect radiation theory　方言周圏論
dialects of Japanese Sign Language　日本手話
の方言

di�erential object marking　示差的目的語表示
diminutive　指小辞
discourse　談話
discourse analysis　談話分析
distributional properties　分布特性
division of dialects　方言区画
documentary linguistics　記録言語学
documentation　ドキュメンテーション
double articulation　二重調音
duration　持続時間
dynamic synchrony　動的共時論

【E】
east-west opposition　東西対立
ejective　放出音
elicited sentence　作例・訳出例文
emotion vocabulary　感情語彙
enclitic　接尾語
endangered languages　消滅危機言語
equipollent　両極型

ergative　能格
euphonic change　音便
evidentiality　証拠性
exclusive　除外形
existential expressions　存在表現
experiencer　経験者

【F】
face sheet　フェイスシート
factor analysis　因子分析
false regression　誤れる回帰
focus prosody　焦点韻律
focusing adverb　焦点化副詞
focusing expressions　とりたて表現
folk etymology　民間語源
foot　フット
foreign borrowing　外来語
formal noun　形式名詞
formant　フォルマント
free form　自由形式
free word-form　自立語
fundamental frequency　基本周波数

【G】
Gairin dialects　外輪方言
general number　文法数の対立の中和
genitive　属格
geolinguistics　言語地理学
glottalized consonant　喉頭化音
godanka　五段化
grammatical relations　文法関係
grammaticalization　文法化
greeting expressions　挨拶

【H】
head　主要部
head-marking　主要部標示
heavy syllable　重音節 
hiatus　連母音
historical phonology　音韻史
homonymic clash, homonymic con�ict　同音

英日対照表
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